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お 吉 を 偲 ん でお 吉 を 偲 ん で
お吉祭り （お吉ヶ淵）



　地域の生活文化に触れるといったスタイルの観光、いわば、インバウンド 2.0

の段階に入っております。下田の旧市街は、作り込まれた観光地と違って、人々

のこれまでの長い暮らしが滲み出ていることから、その魅力とポテンシャルの高

さが、昨年実施しました「全国路地サミット in 伊豆下田」で有識者から指摘され

たところです。また、デジタルノマドのような新しいワーケーション形態の登場

など、様々な可能性が広がっています。こうしたことを生かして新しい観光をさらに発展してまいります。
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令
和
７
年
度
は
、
第
５
次
下
田
市
総
合
計

画
の
前
期
５
年
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
中
間

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
従
前
か
ら
の
４
つ
の

重
点
施
策
「
つ
な
が
る
」、「
グ
ロ
ー
カ
ル

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
攻
め
の
防

災
」、「
新
し
い
観
光
」
に
加
え
、新
た
に
「
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
」
を
進
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
急
激
な
物
価
高
騰
は
、
財
政
基

盤
が
弱
い
下
田
市
に
と
っ
て
極
め
て
重
大

な
社
会
変
動
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
を
経
済
の
中
心
と
す
る
当
市
で
は
、

製
造
業
の
よ
う
に
新
製
品
を
開
発
し
て
、

新
た
な
生
産
ラ
イ
ン
で
ど
ん
ど
ん
モ
ノ
づ

く
り
を
進
め
る
と
い
っ
た
形
の
経
済
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
歳
入
を
増
や
し
て
歳
出

を
減
ら
す
と
い
う
基
本
に
立
ち
帰
る
こ
と

が
肝
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
今
の
行
財
政

や
経
済
構
造
を
見
直
し
て
、
人
口
減
少
社
会

に
適
応
す
べ
く
、
公
共
経
営
改
革
を
断
行
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ば
、
越
冬

の
準
備
と
し
て
、
下
田
市
全
体
の
体
質
改
善

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
市
当
局
は
も
と
よ
り
、
関
係

各
団
体
、
企
業
、
さ
ら
に
は
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。ど
う
か
、

産
学
官
金
労
言
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
方
々
で

手
と
手
を
と
り
あ
っ
て
前
進
し
て
い
き
ま
す

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
の
令
和
５
年
度
決
算
は
、
単
年
度
収

支
・
実
質
単
年
度
収
支
と
も
赤
字
に
転
じ
、

一
般
会
計
に
お
け
る
地
方
債
残
高
は
、
中
学

校
再
編
整
備
事
業
、
新
庁
舎
建
設
事
業
等
の

大
型
事
業
の
影
響
も
あ
り
、
こ
の
10
年
間
で

40
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
事
業
は
最
終
年
度
を
迎
え
る

も
の
の
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
、

田
牛
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
等
の
大

型
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
地
方
債
に

依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
今
後
も
続
く

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
物
価
高
や
賃
金
上
昇
を
背
景
に
今

後
更
な
る
支
出
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
い

か
に
し
て
行
財
政
運
営
を
効
率
化
す
る
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度
予
算
の

編
成
に
つ
い
て
は
、
第
５
次
総
合
計
画
に
掲

げ
た
市
の
将
来
像
実
現
に
向
け
、
全
職
員
が

現
状
を
厳
し
く
認
識
し
て
臨
む
こ
と
と
し
た

上
で
、「
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
」
を
新

た
に
重
点
施
策
に
位
置
付
け
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
と
早
期
財
政
再
建
に
つ
な
げ
て

い
く
、
い
わ
ば
越
冬
の
準
備
と
し
て
、
予
算

編
成
に
当
た
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

施 政 方 針施 政 方 針
令 和令 和 ７７ 年 度年 度

持
続
可
能
な 

　　
　
　
　

～
安
全
で
、
元
気
で
、
文
化
的
な
国
際
都
市 

下
田
を
目
指
し
て
～

市政運営の市政運営の５５つの重点施策つの重点施策

　御用邸の御縁で、那須町、葉山町とつながったことから、ついに令和７年、今年

の新年のご挨拶を初めて三つの市長、町長が揃って皇居に参内することができまし

た。また、グローカル CITY プロジェクトを通じてつながった上智大学には、昨年、

下田の小学生たちが修学旅行でキャンパスを訪問し、大都会の大学を肌で感じて帰っ

てきました。「つながる」は力です。今年も広域連携や官民連携などを進め、「つながる」

をさらに拡大することで、新たな価値を創造し、本市の経済力、防災力、文化力などを高めてまいります。

１． つながる

３月定例会の様子３月定例会の様子

市議会 3月定例会において市議会 3月定例会において
施政方針を述べる松木市長施政方針を述べる松木市長

行
財
政
運
営
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市
政
の
方
針

予
算
編
成
方
針

　下田の美しい海を守るプロジェクトとして、ビーチクリーン活動を行い、集められ

たプラスチックからオリジナルポロシャツを製作して、市役所窓口で販売するととも

に、ふるさと納税の返礼品としたところ、たいへん好評を博しております。海は、グロー

カルの象徴的資源であることから今後も取り組んでまいります。令和８年には全面移

転する東本郷庁舎の跡地に、グローカル拠点の整備を目指しています。伊豆急下田駅

のすぐそばという立地特性を生かし、拠点施設としてどんな機能を配置するのか、市民の皆様と一緒に検討してまいります。

２． グローカルＣＩＴＹプロジェクト

　災害から生命財産を守る、あるいは被害を未然に防ぐ、これが防災の基本ですが、

下田市では、さらに一歩前に踏み込む、それが「攻めの防災」です。そのために、

まずは住宅の倒壊対策として耐震化を進めます。これまでの手法を改善して一軒で

も多く耐震改修をしてもらえるよう施策を展開してまいります。また、避難に関す

る環境整備として避難関連施設の整備充実を進めるとともに、各種団体等と避難関

連の協定を結んだり、様々な機関や団体と連携して訓練を重ねるなどして、災害関連死ゼロを目指します。

３． 攻めの防災

４． 新しい観光

　埼玉県八
や し お

潮市の道路陥没事故に続いて、千葉県大
おおあみしらさと

網白里市でも同様な事故が発生しま

した。今、全国各地でインフラが老朽化、劣化して、更新を必要とする時期を迎えてい

ます。しかし一方で、地方では人口減少が加速し、都市づくりとしてコンパクト化が求

められています。自治体運営についても様々な場面でスリム化をしていかなければ、私

たちのまちは早晩経営が成り立たなくなってしまいます。令和７年度は、そのための準

備期間と位置づけ、下田市の財政基盤の強化を図るべく、あらゆる事業についてその目的と効果を検証してまいります。

５． 持続可能な行財政運営
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令
和
７
年
度

予
算
概
要

　

当
初
予
算
規
模
は
、
一
般
会

計
及
び
全
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ

て
、
２
２
５
億
８
６
０
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
９
億
４
２
９
４
万

円
、
４
・
４
％
の
増
と
な
り
、
各

会
計
間
の
重
複
額
を
除
い
た
純
計

額
は
、
２
１
２
億
６
４
６
１
万
９

千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
９
億
３

５
７
４
万
７
千
円
、
４
・
６
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は

１
３
６
億
２
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
９
億
２
０
０
０
万

円
、７
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
（
性
質
別
）

に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源
が
51
億

３
０
２
２
万
１
千
円
で
歳
入
全
体

の
37
・
７
％
を
占
め
、
前
年
度
に

比
べ
２
億
９
７
８
３
万
６
千
円
の

増
、
依
存
財
源
は
84
億
８
９
７

７
万
９
千
円
で
歳
入
全
体
の
62
・

３
％
を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ
６

億
２
２
１
６
万
４
千
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

一般会計予算136.2億円の内訳

特別会計及び事業会計当初予算

220万円
750万円
1,980万円

29億1,700万円
27億2,300万円
4億9,500万円
12億6,040万円
15億0,430万円

3,680万円
89億6,600万円

15.8%
13.6%
547.1%
-1.4%
0.2%
4.9%
1.6%
0.0%
-7.3%
0.3%

増減率予 算 額特 別 会 計
稲 梓 財 産 区
下田駅前広場整備事業
公 共 用 地 取 得
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
漁 業 集 落 排 水 事 業

合 計

歳出の性質別構成比率

人件費

扶助費

公債費

補助費等

物件費

維持補修費

普通建設事業費

災害復旧事業費

繰出金

積立金

投資及び出資金

義務的経費
40.1％

性　質 区　分 構成比率

消費的経費
33.1％

投資的経費
15.8％

予備費
0.3％

その他の経費
10.7％

17.5％

15.2％

7.4％

15.3％

17.5％

0.3％

15.8％

0％

8.1％

2.1％

0.5％

0.3％

その他
7億7,242万円
5.6%

県支出金
6億9,994万円
5.1%

国庫支出金
16億7,392万円

12.3%

地方交付税
34億3,000万円

25.2%

その他
 23億6,000万円

17.4%

市税
　27億7,022万円

20.3%

市債
19億1,350万円

14.1%

自主財源

自依
存
財

源

主
財

源

依存財源
51億3,022万円（37.7％）
84億8,978万円（62.3％）予備費ほか

4,001万円
0.3%

予備費ほか

議会費
1億0,549万円
0.8%

農林水産業費
3億3,797万円

2.5%
商工費

4億3,917万円
3.2%

消防費
5億3,900万円
3.9%

教育費
10億0,254万円
7.4%

公債費
10億0,308万円
7.4%

衛生費
10億8,687万円
8.0%

土木費
14億0,912万円

10.3%

総務費
37億2,861万円

27.4%

民生費
39億2,814万円

28.8%

歳 出
136.2
億円

歳 入
136.2
億円

◎
用
語
解
説

一
般
会
計…

市
の
行
政
運
営
に
係

る
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計

特
別
会
計…

一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
と
区
別
し
て
別
に
処
理
す
る
た

め
の
会
計

自
主
財
源…

市
が
自
主
的
に
収
入

で
き
る
財
源

依
存
財
源…

国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
収
入

一般会計当初予算の推移（過去5年間）
140

100

135

130

105

110

115

120

125

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

（億円）

予備費

①
災
害
時
の
ト
イ
レ
機
能
確
保

　

広
域
避
難
場
所
の
下
田
中
学
校
に
非

常
用
ト
イ
レ
（
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
）

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
自
走
式
の
小

型
ト
イ
レ
カ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
災

害
時
の
ト
イ
レ
機
能
確
保
を
図
る
も
の
。

・
非
常
用
ト
イ
レ
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
１
０
０
万
円

・
自
走
式
小
型
ト
イ
レ
カ
ー
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
千
万
円

②
災
害
時
の
生
活
用
水
確
保

　

災
害
時
に
生
活
用
水
と
し
て
活
用
で

き
る
井
戸
の
調
査
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
う
ち
、
協
力
が
得
ら
れ
た
井
戸
の
整

備
・
修
繕
に
対
す
る
費
用
を
補
助
す
る

制
度
を
設
け
、
生
活
用
水
の
確
保
に
つ

な
げ
て
い
く
も
の
。

・
災
害
用
井
戸
水
質
調
査
業
務
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

55
万
円

・
災
害
時
協
力
井
戸
整
備
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

③
終
戦
80
周
年
記
念
事
業

　

終
戦
50
周
年
記
念
誌
「
海
鳴
り-

昭

和
の
戦
争
と
下
田
」
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

市
内
中
学
生
向
け
語
り
部
活
動
、
記
念

イ
ベ
ン
ト
・
戦
争
展
等
を
通
じ
、
記
憶

の
風
化
防
止
、
資
料
保
存
、
平
和
教
育

の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
。

・
終
戦
80
周
年
記
録
資
料
作
成
業
務
委
託　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
３
千
円
ほ
か

　

外
遊
び
が
で
き
な
い
な
ど
の
課
題
を

抱
え
る
朝
日
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
開
設
場
所
変
更
（
朝
日
公
民
館
か
ら

朝
日
小
学
校
へ
の
移
転
）
に
向
け
、
備

品
購
入
等
の
整
備
を
行
い
、
令
和
８
年

度
か
ら
の
移
転
開
設
を
目
指
す
も
の
。

・
朝
日
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
空
調

整
備
工
事　
　
　

２
５
０
万
円
ほ
か

⑤
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
開
始

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化

に
伴
い
、公
費
助
成
を
開
始
す
る
も
の
。

助
成
額

４
千
９
０
０
円
（
生
ワ
ク
チ
ン
）　

２
万
７
千
８
０
０
円
（
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
２
回
分
）

⑥
魚
市
場
等
整
備
計
画
の
支
援

　

魚
市
場
建
替
事
業
を
支
援
し
、
水
産
業

の
基
盤
強
化
を
図
り
、
み
な
と
ま
ち
ゾ
ー

ン
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
。

・
水
産
業
基
幹
施
設
整
備
事
業
補
助
金

（
基
本
設
計
分
）　

６
３
２
万
５
千
円

⑦
田
牛
漁
港
海
岸
整
備
工
事
の
開
始

　

静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
（
レ

ベ
ル
１
）に
応
じ
た
海
岸
保
全
施
設（
堤

防
・
水
門
・
陸
閘
）
の
整
備
を
行
い
、

津
波
被
害
の
軽
減
を
目
指
す
も
の
。

・
田
牛
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
工
事

（
護
岸
設
置
工
）　
　
　
　
　

１
億
円

　

現
行
の
補
助
に
加
え
、
新
た
な
耐
震

改
修
補
助
制
度
の
策
定
を
目
指
し
、
よ

り
安
価
で
効
果
的
な
耐
震
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
、建
築
士
・
工
務
店
向
け
の
「
耐

震
リ
フ
ォ
ー
ム
達
人
塾
」
を
開
催
し
、

受
講
者
に
よ
る
精
密
診
断
を
受
け
、
設

計
・
施
工
を
行
う
ケ
ー
ス
に
対
し
て
は
、

耐
震
化
工
事
に
要
す
る
費
用
に
加
え
、

精
密
診
断
・
設
計
に
要
す
る
費
用
に
つ

い
て
、
市
独
自
の
補
助
を
行
う
も
の
。

・
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
達
人
塾
開
催
経
費

　
　

 　
　
　
　
　
　
　

 

39
万
４
千
円

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

１
千
６
５
０
万
円

⑨
消
防
団
第
６
分
団
統
合
詰
所
整
備
事
業

　

津
波
浸
水
域
内
に
あ
る
第
６
分
団
第

１
部
詰
所
（
吉
佐
美
）
及
び
老
朽
化
し

た
第
２
部
詰
所
（
大
賀
茂
）
を
統
合
し
、

地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
を
備
え
た
新
た
な

消
防
団
詰
所
を
整
備
す
る
も
の
。

候
補
地　

吉
佐
美
地
内（
国
道
１
３
６
号
線
沿
い
）

・
測
量
及
び
登
記
業
務
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
７
万
円

・
不
動
産
鑑
定
業
務
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

21
万
１
千
円

・
実
施
設
計
業
務
委
託　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

７
６
８
万
６
千
円

・
用
地
購
入
費　
　

２
千
６
０
０
万
円

⑩
小
・
中
学
校
教
育
用
端
末
の
更
新

　

令
和
２
年
度
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
き
整
備
し
た
教
育
用
端
末

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）
が
更
新
時
期
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
静
岡
県
に
よ
る
共

同
調
達
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
計
画
的

更
新
を
図
る
も
の
。

・
小
学
校
教
育
用
端
末
購
入
費

　
　
　
　
　
　

４
千
６
３
３
万
２
千
円

・
中
学
校
教
育
用
端
末
購
入
費

　
　
　
　
　
　

２
千
９
５
６
万
８
千
円

　

図
書
館
再
整
備
に
当
た
り
、
中
央
公

民
館
と
の
複
合
施
設
化
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
高
度
な
分
析
、
手

法
に
よ
り
、
客
観
性
、
専
門
性
、
信
ぴ
ょ

う
性
等
を
確
保
し
た
図
書
館
併
設
複
合

社
会
教
育
施
設
の
利
活
用
方
針
を
策
定

す
る
も
の
。

・
図
書
館
併
設
複
合
社
会
教
育
施
設
利

活
用
方
針
策
定
支
援
業
務
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円
ほ
か

⑫
三
島
由
紀
夫
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
事
業

　

本
市
ゆ
か
り
の
作
家
・
三
島
由
紀
夫

の
生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
講
演

会
を
中
心
と
す
る
記
念
事
業
を
企
画
す

る
も
の
。　
　
　
　
　
　
　
　

20
万
円

令和７年度　主な新規事業令和７年度　主な新規事業

⑪
図
書
館
併
設
複
合
社
会
教
育
施
設

　
　

利
活
用
方
針
策
定
支
援
業
務
委
託

④
朝
日
地
区

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
移
転
準
備

⑧
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
の
拡
充



こども未来発表会こども未来発表会～表彰式・朗読発表～～表彰式・朗読発表～
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令
和
６
年
度
、
市
は
下
田
開
港

１
７
０
周
年
を
記
念
し
、
様
々
な

記
念
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
３
月
２
日
（
日
）
市
民
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
そ
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
「
第
26
回
下

田
国
際
友
好
コ
ン
サ
ー
ト
・
こ
ど

も
未
来
発
表
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

第
26
回
下
田
国
際
友
好
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
下
田
中
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
、
南
熱
海
病
院

技
能
実
習
生
に
よ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

水
か
け
祭
り
ア
レ
ン
ジ
の
実
演
、

Shimoda 
hybrid 

wolf

に
よ
る

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の

披
露
、
米
海
軍
第
７
艦
隊
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
未
来
発
表
会
で
は
、
市

内
小
・
中
学
校
・
高
校
を
対
象
に

行
っ
た
、「
未
来
の
下
田　

作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
者
の
表
彰
式

と
下
田
市
長
賞
受
賞
者
に
よ
る
朗

読
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
開
会
前
に
は
、
出

演
者
同
士
で
の
交
流
会
を
実
施

し
、
国
際
交
流
を
深
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

歴
史
を
紡
ぎ

歴
史
を
紡
ぎ

　
　
　
　

  

未
来
を
拓
い
た

未
来
を
拓
い
た

　　

  　　

  

開
港
１
７
０
周
年

開
港
１
７
０
周
年

下田開港 170 周年記念事業グランドフィナーレ下田開港 170 周年記念事業グランドフィナーレ

第 26 回下田国際友好コンサート・こども未来発表会第 26 回下田国際友好コンサート・こども未来発表会

第 26 回下田国際友好コンサート

小学校低学年の部 小学校高学年の部

中学生の部 高校生の部

下田中学校吹奏楽部

南熱海病院技能実習生

米海軍第７艦隊音楽隊

Shimoda hybrid wolf ①

Shimoda hybrid wolf ②

Shimoda hybrid wolf ③

下田開港 170 周年記念事業は「歴史を紡ぎ、未来を拓く」をテーマとし、下田開港 170 周年記念事業は「歴史を紡ぎ、未来を拓く」をテーマとし、

令和６年２月から令和７年３月の間に、様々な記念事業を実施しました。令和６年２月から令和７年３月の間に、様々な記念事業を実施しました。

各事業については、二次元コードよりご覧いただけます。各事業については、二次元コードよりご覧いただけます。

特別賞　グローカル賞表彰

朗読発表

稲梓小学校

鈴
す ず き

木　希
まれ

　さん

下田小学校

原
はら

　維
い ぶ き

吹　さん

下田中学校

西
にしかわ

川　もも　さん

下田高校

磯
いそざき

崎　仁
じん

　さん

文集・当日の様子は

こちらから

市長賞受賞者４名による朗読発表が行われました！

- 7 - 広報しもだ 2025. ４月号- 7 - 広報しもだ 2025. ４月号
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こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊

「
情
報
発
信
部
門
」
と
し
て
活
動
し
て

「
情
報
発
信
部
門
」
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
、
鈴
木
和
隆
で
す
。

い
ま
す
、
鈴
木
和
隆
で
す
。

　

情
報
発
信
部
門
は
、
他
の
部
門
と
比

　

情
報
発
信
部
門
は
、
他
の
部
門
と
比

べ
る
と
活
動
の
姿
が
目
に
見
え
な
い
こ

べ
る
と
活
動
の
姿
が
目
に
見
え
な
い
こ

と
が
多
く
、「
何
を
し
て
い
る
の
か
分

と
が
多
く
、「
何
を
し
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
」
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は

か
ら
な
い
」
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
と
思
い
、
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
日
々

う
に
と
思
い
、
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
日
々

の
気
づ
き
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
移
住
者

の
気
づ
き
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
移
住
者

の
視
点
で
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

の
視
点
で
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
観
光
誘

と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
観
光
誘

客
促
進
部
門
と
し
て
活
動
し
て
い
る
高

客
促
進
部
門
と
し
て
活
動
し
て
い
る
高

橋
さ
ん
も
お
誘
い
し
、
２
人
で
掲
載
し

橋
さ
ん
も
お
誘
い
し
、
２
人
で
掲
載
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！

　

私
は
昨
年
の
５
月
に
下
田
へ
移
住
し

　

私
は
昨
年
の
５
月
に
下
田
へ
移
住
し

ま
し
た
。
移
住
し
て
か
ら
気
づ
い
た
こ

ま
し
た
。
移
住
し
て
か
ら
気
づ
い
た
こ

と
は
、
地
元
の
方
々
に
と
っ
て
当
た
り

と
は
、
地
元
の
方
々
に
と
っ
て
当
た
り

前
の
風
景
や
文
化
も
、
私
に
と
っ
て
は

前
の
風
景
や
文
化
も
、
私
に
と
っ
て
は

新
鮮
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え

新
鮮
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
や
、

ば
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
や
、

ま
ち
の
至
る
と
こ
ろ
に
残
る
歴
史
の
痕

ま
ち
の
至
る
と
こ
ろ
に
残
る
歴
史
の
痕

跡
、
地
元
の
方
々
と
の
何
気
な
い
会
話

跡
、
地
元
の
方
々
と
の
何
気
な
い
会
話

か
ら
知
る
歴
史
の
話
。

か
ら
知
る
歴
史
の
話
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
そ
ん
な
下

　

こ
の
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
そ
ん
な
下

田
市
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ

田
市
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　震災等の災害発生時には、多くの飼い主がペットを連れて避難することが想定されます。しかし、避難

所等は多くの被災者が避難生活を送る場所であり、中には動物が苦手な人や動物アレルギーを持った人も

います。人とペットが安心して避難生活を送れるよう同行避難について考えてみましょう。

・ワクチン接種、狂犬病予防接種

・寄生虫の予防、駆除の実施

・シャンプーやトリミングで身体を清潔に

・最低限のしつけやケージに慣らす訓練を

・住宅の耐震化や、フード、トイレシートなどペット

の避難セットの準備

【同報無線による放送を聞き逃した皆さまへ】

同報無線放送後 24 時間以内であれば、放送内容を自動音声により確認できます（通話料金がかかります）。

電話番号　㊱３８６６

 発災時、避難所に着いたら発災時、避難所に着いたら 
　ペットの一時飼育場所において、拠点のペット飼育ルールや運営管理者の指示に従い、飼い主が責任を

持ってペットの飼育・衛生管理を行います。

　　

こ
ん
に
ち
は
！
観
光
誘
客
促
進
部
⾨

こ
ん
に
ち
は
！
観
光
誘
客
促
進
部
⾨

の
⾼
橋
真
希
で
す
。
協
⼒
隊
活
動
報
告

の
⾼
橋
真
希
で
す
。
協
⼒
隊
活
動
報
告

に
加
え
て
、
毎
⽉
、
コ
ラ
ム
を
書
か
せ

に
加
え
て
、
毎
⽉
、
コ
ラ
ム
を
書
か
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、「
我
が
家
の

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、「
我
が
家
の

み
か
ん
」
で
す
。
船
橋
の
実
家
の
畑
に

み
か
ん
」
で
す
。
船
橋
の
実
家
の
畑
に

は
、
祖
⽗
が
買
っ
た
み
か
ん
の
⽊
が
植

は
、
祖
⽗
が
買
っ
た
み
か
ん
の
⽊
が
植

え
て
あ
り
、
毎
年
、
実
家
で
⾷
べ
る
分
、

え
て
あ
り
、
毎
年
、
実
家
で
⾷
べ
る
分
、

親
戚
や
近
所
の
⽅
に
配
る
分
程
度
に
は
、

親
戚
や
近
所
の
⽅
に
配
る
分
程
度
に
は
、

実
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
船
橋
は
東
京

実
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
船
橋
は
東
京

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
。
無
農
薬
の
み
か
ん

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
。
無
農
薬
の
み
か
ん

を
育
て
て
い
る
家
は
な
か
な
か
あ
り
ま

を
育
て
て
い
る
家
は
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
我
が
家
の
⾃
慢
で
し
た
。

せ
ん
。
そ
れ
が
我
が
家
の
⾃
慢
で
し
た
。

　　

下
⽥
で
⽣
活
を
し
て
い
る
と
、
そ
ん

下
⽥
で
⽣
活
を
し
て
い
る
と
、
そ
ん

な
我
が
家
の
⾃
慢
は
ご
く
ご
く
普
通
の

な
我
が
家
の
⾃
慢
は
ご
く
ご
く
普
通
の

こ
と
な
の
か
も
？
と
思
っ
て
し
ま
う
程
、

こ
と
な
の
か
も
？
と
思
っ
て
し
ま
う
程
、

地
元
の
⽅
か
ら
「
我
が
家
の
み
か
ん
」

地
元
の
⽅
か
ら
「
我
が
家
の
み
か
ん
」

を
頂
き
ま
す
。
雲
州
み
か
ん
、
ネ
ー
ブ

を
頂
き
ま
す
。
雲
州
み
か
ん
、
ネ
ー
ブ

ル
、
ポ
ン
カ
ン
、
橙
、
は
る
ひ
、
夏
に

ル
、
ポ
ン
カ
ン
、
橙
、
は
る
ひ
、
夏
に

は
、
夏
み
か
ん
の
「
ご
⾃
由
に
ど
う
ぞ
」

は
、
夏
み
か
ん
の
「
ご
⾃
由
に
ど
う
ぞ
」

も
、た
く
さ
ん
⾒
か
け
ま
し
た
。
確
か
に
、

も
、た
く
さ
ん
⾒
か
け
ま
し
た
。
確
か
に
、

伊
⾖
と
⾔
え
ば
柑
橘
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ

伊
⾖
と
⾔
え
ば
柑
橘
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ

り
ま
す
が
、
ま
さ
か
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
で
、

り
ま
す
が
、
ま
さ
か
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
で
、

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
種
類
の
み
か
ん

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
種
類
の
み
か
ん

を
⾷
べ
ら
れ
る
と
は
！
当
た
り
前
の
こ

を
⾷
べ
ら
れ
る
と
は
！
当
た
り
前
の
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
品
種
に
よ
っ
て

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
品
種
に
よ
っ
て

全
く
味
が
違
う
こ
と
に
感
動
し
っ
ぱ
な

全
く
味
が
違
う
こ
と
に
感
動
し
っ
ぱ
な

し
の
、
初
め
て
の
下
⽥
で
の
冬
で
し
た
。

し
の
、
初
め
て
の
下
⽥
で
の
冬
で
し
た
。

情
報
発
信
部
門

情
報
発
信
部
門

　
　

　
　鈴鈴

すずき
すずき
木木　　和和

かずたかかずたか

隆隆 　　

観
光
誘
客
促
進
部
門
部

門

観
光
誘
客
促
進
部
門
部

門
　　　　高高

たかはし
たかはし

橋橋　　真真
ま きま き

希希

地域おこし協力隊の活動コラム地域おこし協力隊の活動コラム

高
橋
　
真
希

高
橋
　
真
希

鈴
木
　
和
隆

鈴
木
　
和
隆

 同行避難の事前準備をしよう同行避難の事前準備をしよう 

守るべきこと守るべきこと
○ペットはキャリーバッグやケージに入れる

○飼い主の名前と所在を名札に明示する

○一時飼育場所やケージの清掃・消毒

○排泄は決められた場所で行い、適切に処理

備えておくもの備えておくもの
◯ペットフード・水（できれば７日分以上）

◯キャリーバッグやケージ

◯予備の首輪

◯ペットシーツ、トイレ用品、排泄物の処理用具等

指定避難所以外にも親戚や
友人など複数の一時預け先
を探しておこう！

「同行避難」は、ペットと一緒に安
全な場所まで避難することです。
避難所の同室で飼育できるという避難所の同室で飼育できるという
意味ではありません！意味ではありません！

防災かわら版防災かわら版  ～ペットとの同行避難を考える～～ペットとの同行避難を考える～
問合せ先　防災安全課防災係（河内庁舎２階）☎問合せ先　防災安全課防災係（河内庁舎２階）☎㊱㊱４１４５４１４５
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２/25　下田高校生活科学部がジビエ料理で大活躍

　１年生は静岡魅力探求プログラムにおいて最優秀

賞、２年生はオリジナルレシピを競う「ジビエ料理コ

ンテスト」において、最高位の「農林水産大臣賞」と、

それに続く「大日本猟友会会長賞」を受賞しました。

３月の
できごと

　   ２日　 国際友好コンサート ・ 子ども未来発表会

              ８日　 下田わくわくパークこれば！

 17 日　 ビーチ環境保全意見交換会 　　

         　18 日　　静岡県司法書士会との空き家連携協定締結式

　         19 日　  市内小 ・ 中学校卒業式

　         28 日　　移動図書館車お披露目式

２/25　地域おこし協力隊活動報告会
　下田市地域おこし協力隊活動報告会を開催しまし

た。各隊員が日々の活動内容や取組みについて発表を

行いました。内容については、YouTube にて公開し

ていますので、ぜひご覧ください。

３/10　庁舎跡地の利活用検討市民ワークショップ

　河内庁舎へ全体移転後の東本郷庁舎跡地利活用につ

いて、ワークショップを行い、参加者の下田をよくし

たいという思いが詰まった多くのアイデアが出ました。

今後、アイデアを踏まえて検討を行っていきます。

３/９　2,322 人が津波避難訓練に参加　

　自主防災会を中心に、市内各地で避難訓練を実施し

ました。地域ごとに決められた津波避難場所へ避難し、

経路の確認や危険箇所の共有を行うことで、発災時の

早期避難に対する意識向上を図りました。

日本一（118段）ひな飾りと吊るし雛

　３月 23 日～４月６日開催の蓮台寺「しだれ桃の里

まつり」では、毎年ひな飾りが飾られます。色鮮やか

なしだれ桃はもちろんのこと、今年から吊るし雛も追

加され、より華やかな様相を呈していました。

３/14　男女共同参画事業講座

　男女共同参画センターあざれあの防災講師である内
う ち の

野

浩
ひ ろ え

恵さん、鈴
す ず き

木あゆみさんを講師として、避難所を模擬体

験するＨ
ハ グ

ＵＧゲームを体験し、女性が避難所で過ごす際に

必要と想定される備蓄品について提案いただきました。

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００
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誕 生 会

 ２日(金)　こどもの日の会

12日(月)　体育館で遊ぼう　９時30分～11時

　　　　　　　場所：市民スポーツセンター　(サンワーク)

14日(水)　敷根公園で遊ぼう　９時30分～11時

17日(土)　開館日

19日(月)　体操教室　10時～11時　

　　　　　　　場所：市民スポーツセンター　(サンワーク)

21日(水)　誕生会　10時30分～11時

23日(金)　おでかけ広場（海遊公園）９時45分～11時

26日(月)　発育測定・育児相談　９時～11時

　　　　　　　　保健師・栄養士来所

28日(水）           歯のお話（講師：河井恵美子）

30日(金)　図書館出前講座　10時30分～11時

　春のさわやかな風につつまれて新年度がスター

トしました。

　子育て支援センターは、親子で自由に活動でき

る場や子育てに関する相談、情報の提供などを

行っています。また第一・第三土曜日の開館を行っ

ています。

　お子さんの健やかな成長を保護者の方とともに願

い、安心して子育てができるように活動を進めてい

きたいと思います。たくさんのお友達との出会いを

楽しみにしています。お気軽にお越しください。

お 雛 様 製 作 わ く わ く タ イ ム う さ ぎ ル ー ム

　
　
こ
ん
に
ち
は
、
教
育
長
で
す

「必
要
と
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
」

「必
要
と
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
」

　

小
中
学
生
に
尋
ね
た
「
将
来
は

　

小
中
学
生
に
尋
ね
た
「
将
来
は

自
分
の
街
に
帰
っ
て
き
た
い
で
す

自
分
の
街
に
帰
っ
て
き
た
い
で
す

か
？
」
の
調
査
で
、
高
ポ
イ
ン
ト

か
？
」
の
調
査
で
、
高
ポ
イ
ン
ト

を
あ
げ
た
自
治
体
が
あ
り
ま
し

を
あ
げ
た
自
治
体
が
あ
り
ま
し

た
。
教
育
長
さ
ん
に
「
な
ぜ
こ
ん

た
。
教
育
長
さ
ん
に
「
な
ぜ
こ
ん

な
に
高
い
数
値
が
出
る
の
で
し
ょ

な
に
高
い
数
値
が
出
る
の
で
し
ょ

う
か
。」
と
尋
ね
る
と
、「
地
元
で

う
か
。」
と
尋
ね
る
と
、「
地
元
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
多
い
か

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
多
い
か

ら
か
な
あ
。」と
い
う
答
え
が
返
っ

ら
か
な
あ
。」と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
は
各
ご

て
き
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
は
各
ご

家
庭
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
お

家
庭
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
お

手
伝
い
）
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う

手
伝
い
）
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
雨
戸
の
開
閉
、新
聞
受
け

か
。
雨
戸
の
開
閉
、新
聞
受
け((

郵郵

便
箱
便
箱))

か
ら
新
聞
を
取
っ
て
く

か
ら
新
聞
を
取
っ
て
く

る
、
米
を
研
ぐ
、
ご
飯
を
よ
そ
う
、

る
、
米
を
研
ぐ
、
ご
飯
を
よ
そ
う
、

配
膳
を
す
る
、
食
器
を
下
げ
る
、

配
膳
を
す
る
、
食
器
を
下
げ
る
、

洗
う
、
洗
濯
物
を
た
た
む
、
買
い

洗
う
、
洗
濯
物
を
た
た
む
、
買
い

物
、
玄
関
を
掃
く

物
、
玄
関
を
掃
く････

････

。。

　　

お
手
伝
い
を
す
る
と
家
庭
で
の

お
手
伝
い
を
す
る
と
家
庭
で
の

役
割
を
得
ら
れ
、
必
要
と
さ
れ
て

役
割
を
得
ら
れ
、
必
要
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
、
現
在
よ
く

い
る
こ
と
を
実
感
し
、
現
在
よ
く

言
わ
れ
る
自
己
肯
定
感
が
育
ま
れ

言
わ
れ
る
自
己
肯
定
感
が
育
ま
れ

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、

育
っ
た
地
域
で
人
の
た
め
に
働
い

育
っ
た
地
域
で
人
の
た
め
に
働
い

た
り
活
動
し
た
り
す
る
と
、
自
分

た
り
活
動
し
た
り
す
る
と
、
自
分

は
人
の
役
に
立
ち
、
地
域
に
必
要

は
人
の
役
に
立
ち
、
地
域
に
必
要

と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
得
、

と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
得
、

自
分
や
地
域
を
大
切
に
し
、
そ
こ
に

自
分
や
地
域
を
大
切
に
し
、
そ
こ
に

自
己
肯
定
感
が
育
ま
れ
る
の
で
す
。

自
己
肯
定
感
が
育
ま
れ
る
の
で
す
。

　

昨
年
度
末
、
下
田
中
学
校
で
の

　

昨
年
度
末
、
下
田
中
学
校
で
の

美
術
の
授
業
で
、
生
徒
た
ち
が

美
術
の
授
業
で
、
生
徒
た
ち
が

市
内
の
和
菓
子
屋
さ
ん
を
講
師

市
内
の
和
菓
子
屋
さ
ん
を
講
師

に
、
樹
脂
粘
土
で
の
和
菓
子
作
り

に
、
樹
脂
粘
土
で
の
和
菓
子
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
後
に
商
品
化

を
体
験
し
ま
し
た
。
後
に
商
品
化

さ
れ
た
も
の
を
買
い
求
め
て
召
し

さ
れ
た
も
の
を
買
い
求
め
て
召
し

上
が
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

上
が
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
一
昨
年
度
に
は
そ
の

思
い
ま
す
。
一
昨
年
度
に
は
そ
の

代
表
作
品
が
教
育
関
連
の
文
部
科

代
表
作
品
が
教
育
関
連
の
文
部
科

学
省
月
刊
誌

学
省
月
刊
誌｢｢

初
等
中
等
教
育
資

初
等
中
等
教
育
資

料料｣｣

の
表
紙
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し

の
表
紙
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
生
徒
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た

た
。
生
徒
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た

の
は
、
自
分
た
ち
が
考
案
し
た
和

の
は
、
自
分
た
ち
が
考
案
し
た
和

菓
子
の
デ
ザ
イ
ン
が
、
店
主
の
目

菓
子
の
デ
ザ
イ
ン
が
、
店
主
の
目

に
と
ま
り
、
商
品
化
さ
れ
店
頭
で

に
と
ま
り
、
商
品
化
さ
れ
店
頭
で

販
売
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
下
田

販
売
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
下
田

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
自
分
の
発
案
が

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
自
分
の
発
案
が

店
主
に
認
め
ら
れ
、
商
品
化
さ
れ

店
主
に
認
め
ら
れ
、
商
品
化
さ
れ

て
市
民
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら

て
市
民
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
多
く
の
人
た
ち
に
召
し
上
が
っ

に
多
く
の
人
た
ち
に
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
授
業
や

て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
授
業
や

活
動
が
価
値
付
け
ら
れ
、
自
信
や

活
動
が
価
値
付
け
ら
れ
、
自
信
や

誇
り
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

誇
り
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

周
り
の
人
た
ち
の
た
め
に
行

　

周
り
の
人
た
ち
の
た
め
に
行

動
し
、
喜
ば
れ
歓
迎
さ
れ
、
お

動
し
、
喜
ば
れ
歓
迎
さ
れ
、
お

手
伝
い
で
家
族
か
ら
必
要
と
さ

手
伝
い
で
家
族
か
ら
必
要
と
さ

れ
、
多
く
の
方
々
に
認
め
ら
れ

れ
、
多
く
の
方
々
に
認
め
ら
れ

て
子
ど
も
た
ち
は
育
っ
て
い
く

て
子
ど
も
た
ち
は
育
っ
て
い
く

の
で
す
ね
。

の
で
す
ね
。



　

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か 

児
童
福

祉
週
間
」
は
、
こ
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
、
こ
ど
も
や
家
庭
を

取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
国
民

全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
全
国
各
地
で
啓
発
事
業

や
行
事
を
行
う
期
間
で
す
。

　

県
内
で
も
、
５
月
５
日
か
ら
11

日
を
中
心
に
、
児
童
福
祉
の
理
念

の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
様
々
な

行
事
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、

地
域
で
こ
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を

支
え
ま
し
ょ
う
。
静
岡
県
子
育
て

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
じ
さ
ん
っ

こ
☆
子
育
て
ナ
ビ
」
で
は
、
子
育

て
に
関
す
る
情
報
や
相
談
窓
口
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
課

 

☎
０
５
４-

２
２
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３
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４
６
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○
減
免
申
請
の
期
間
は
、
納
税
通

知
書
が
届
い
た
日
か
ら
令
和
７

年
６
月
２
日
（
月
）
ま
で
。

対
象
要
件

①
所
有
者
が
減
免
を
受
け
る
本
人

名
義
に
な
っ
て
い
る
こ
と

※
４
月
１
日
時
点
で
、
自
動
車
検

査
証
の
所
有
者
欄
が
原
則
本
人

名
義
で
あ
る
こ
と
。

※
本
人
が
社
会
福
祉
施
設
や
病
院

に
入
所
（
院
）
し
、
軽
自
動
車

を
運
転
す
る
方
と
生
計
を
一
に

し
て
い
な
い
場
合
は
対
象
外

②
１
人
に
つ
き
１
台
の
み
減
免

③
減
免
対
象
と
な
る
障
害
の
等
級

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
、

問
合
せ
先
へ
の
お
電
話
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類

・
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
税

通
知
書

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
自
動
車
検
査
証

・
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

・
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
納

税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）

・
委
任
状
（
同
居
親
族
以
外
の
場
合
）

申
請
・
問
合
せ
先

税
務
課
市
民
税
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑨
）
☎
㉒
２
２
１
８

ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン 住民票、戸籍などの交付手数料

コンビニ交付で100円お得！

下
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

未
来
へ
の
森
づ
く
り

未
来
へ
の
森
づ
く
り

　
　
　
　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

４
月
25
日
（
金
）
夜
間
と
、
26

日
（
土
）
午
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

４
月
25
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

４
月
26
日(

土)

９
時
～
12
時

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
（
東
本
郷
庁
舎
１
階
）

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
市
民
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

   
   　　

  　
　
　
　

　
　
　
　

    

窓
口
延
長

窓
口
延
長

「
要
介
護
認
定

「
要
介
護
認
定

　

有
効
期
間
終
了
の
お
知
ら
せ
」

　

有
効
期
間
終
了
の
お
知
ら
せ
」

　
　
　
　
　

通
知
終
了
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

通
知
終
了
に
つ
い
て

②
60
～
64
歳
で
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
、
免
疫
機
能
に

１
級
程
度
の
障
害
の
あ
る
方

※
対
象
年
齢
と
な
る
方
に
は
個
別

に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

助
成
期
間

４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日

接
種
回
数
（
自
己
負
担
額
）

生
ワ
ク
チ
ン
（
４
５
０
０
円
）
１
回

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
（
１
０
０
０
０
円
）
２
回

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で

す
。
接
種
前
に
福
祉
事
務
所（
東

本
郷
庁
舎
窓
口
⑥
）
で
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

接
種
方
法

　

個
別
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、

医
療
機
関
へ
直
接
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
接
種
の
際
に
は
必
ず
市
の
発
行

す
る
予
診
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑤
）
☎
㉒
２
２
１
７

　

身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、
知

的
障
害
者
及
び
精
神
障
害
者
の
方

で
、
歩
行
が
困
難
で
あ
る
方
の
通

院
、
通
学
等
で
使
用
さ
れ
る
軽
自

動
車
（
原
付
等
２
輪
車
含
む
）
は
、

一
定
の
基
準
の
も
と
に
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　

要
介
護
認
定
の
更
新
時
期
を
周

知
す
る
た
め
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
て
お
り
ま
し
た
が
、ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等
の
提
出
代
行
に
よ
り
申

請
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、４
月
送
付
分
を
も
っ

て
通
知
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し

て
利
用
す
る
際
は
、
更
新
申
請
を

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
介
護
保
険
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
④
）
☎
㉒
２
０
７
７

対
象
者

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
過
去
に
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

①
令
和
７
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
100
歳
以
上
と
な
る
方

　

森
林
（
も
り
）
づ
く
り
県
民
税

を
財
源
と
し
て
、
荒
廃
森
林
の
整

備
を
進
め
て
い
る
森
の
力
再
生
事

業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺
い

ま
す
。

開
催
日
時

①
５
月
23
日
（
金
）
19
時
～
20
時
30
分

②
５
月
26
日
（
月
）
19
時
～
20
時
30
分

場
所

①
下
田
総
合
庁
舎
２
階
第
３
会
議
室

（
下
田
市
中
５
３
１
番
地
１
）

②
松
崎
町
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

２
階
大
会
議
室

（
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
３
０
３-

６
）

定
員　

50
人

申
込
方
法

　

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
又
は
、
問

合
せ
先
に
お
電
話
し
、
申
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

賀
茂
農
林
事
務
所
森
林
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
０
８
２

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

登
録
審
査
日

・
５
月
27
日
（
火
）

・
11
月
25
日
（
火
）
※
刀
剣
類
の
み

審
査
時
間

９
時
30
分
～
12
時
、
13
時
10
分
～
16
時

審
査
場
所

静
岡
県
東
部
総
合
庁
舎
別
館
４
階

第
３
会
議
室

※
審
査
は
事
前
申
込
制
で
す
。
審

査
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
問
合

せ
先
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

平
日
の
９
時
～
17
時

申
込
・
問
合
せ
先

静
岡
県
文
化
財
課
銃
砲
刀
剣
類
担
当

　

 

☎
０
５
４-

２
２
１-

３
１
６
９

　

養
育
費
、
親
子
交
流
、
親
権
、

戸
籍
、
慰
謝
料
、
財
産
分
与
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

奇
数
月
第
３
水
曜
日

13
時
～
17
時
（
１
人
30
分
ま
で
）

場
所　

沼
津
産
業
ビ
ル
２
階　

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東

部
支
所

申
込
方
法
（
要
予
約
）

　

問
合
せ
先
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
本
所

 

☎
０
５
４-

２
５
４-

１
１
９
１

帯
状
疱
疹
定
期
予
防
接
種
助
成

帯
状
疱
疹
定
期
予
防
接
種
助
成

下田ひまわり基金法律事務所下田ひまわり基金法律事務所

弁護士　三森　祐二郎弁護士　三森　祐二郎
下田市東本郷２丁目９番 15 号

伊豆新聞社ビル３階

ＴＥＬ：0558-25-2131

まずは、お電話でご相談の予約をお願いします。

法律問題の解決に困ったら、

独りで悩まずに弁護士へご相談ください。

４月の納税
納期：４月30日（水）

固定資産税 １期

※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で

申込二次元コード

（広告）

５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
か
ら

５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
か
ら

1111
日
ま
で
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

日
ま
で
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か  

児
童
福
祉
週
間
」
で
す
！

児
童
福
祉
週
間
」
で
す
！

～
い
つ
だ
っ
て

～
い
つ
だ
っ
て

　
　

ま
ん
ま
る
ま
ん
な
か

　
　

ま
ん
ま
る
ま
ん
な
か

　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
た
ち
～

　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
た
ち
～

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
等
の

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
等
の

　
　
　
　
　
　

減
免
申
請
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

減
免
申
請
に
つ
い
て

新
規
学
卒
者
の
た
め
の

新
規
学
卒
者
の
た
め
の

求
人
説
明
会
・
企
業
と
高
校
の

求
人
説
明
会
・
企
業
と
高
校
の

　
　
　
　
　
　

情
報
交
換
会
開
催

　
　
　
　
　
　

情
報
交
換
会
開
催

　

令
和
８
年
３
月
卒
業
予
定
の
高

校
生
を
採
用
予
定
の
事
業
所
に
向

け
て
、
求
人
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
１
部
で
は
学
卒
求
人
提
出
の

手
順
や
、
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て

の
注
意
点
に
加
え
、
事
業
所
の
人

材
獲
等
を
支
援
す
る
各
種
助
成
金

制
度
等
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
市
か
ら
事
業
所
向
け
の
施
策

等
の
案
内
を
行
い
ま
す
。
２
部
で

は
参
加
事
業
所
と
下
田
市
・
賀
茂

地
域
の
学
校
関
係
者
と
の
間
で
交

流
を
目
的
と
し
た
名
刺
交
換
会
を

行
い
ま
す
。

開
催
日
時　

５
月
30
日
（
金
）

１
部　

13
時
15
分
～
14
時
50
分

２
部　

15
時
10
分
～
15
時
55
分

開
催
場
所

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
象
者

令
和
８
年
３
月
卒
業
予
定
の
高
校

生
の
採
用
求
人
を
出
す
予
定
の
下

田
市
及
び
賀
茂
地
域
の
事
業
所

定
員　

45
名

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

４
月
28
日
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
田　

学
卒
担
当

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
２
８
８

　

日
本
で
唯
一
海
峡
を
渡
る
蝶

「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」
の
訪
れ
る
里

づ
く
り
を
目
指
し
て
「
フ
ジ
バ
カ

マ
」苗
の
配
布
会
を
実
施
し
ま
す
。

主
催　

下
田
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
会

日
時　

４
月
20
日
（
日
）

11
時
30
分
～
12
時
30
分

場
所

下
田
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

配
布
内
容

フ
ジ
バ
カ
マ
苗
（
ポ
ッ
ト
苗
）

※
１
家
族
10
株
ま
で
と
し
、
先
着

50
組
の
配
布
（
苗
が
無
く
な
り

次
第
終
了
）

※
「
フ
ジ
バ
カ
マ
の
育
て
方
」
の

資
料
を
同
時
に
配
付
し
ま
す
。

持
ち
物

軍
手
、
ポ
ッ
ト
持
ち
帰
り
用
の
袋

又
は
箱

申
込
方
法

　

申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
現

地
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉘
１
１
２
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　

無
料
弁
護
士
相
談

　
　
　
　
　
　

無
料
弁
護
士
相
談

下
田
市

下
田
市

　
　
　
　

  

美
し
い
里
山
づ
く
り
事
業

美
し
い
里
山
づ
く
り
事
業

「
フ
ジ
バ
カ
マ
」

「
フ
ジ
バ
カ
マ
」

　
　
　
　

　
　
　
　

  　

苗
配
布
会
の
実
施

　

苗
配
布
会
の
実
施

（広告）

ふじさんっこ☆
子育てナビ
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健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
に
て
「
カ

ル
シ
ウ
ム
ス
コ
ア
Ｃ
Ｔ
」
を
ご
依

頼
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
の
死
因
第
２
位
は
心
疾
患

で
、
中
で
も
心
筋
梗
塞
に
よ
る
突

然
死
が
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な
る
の
が

動
脈
硬
化
で
あ
り
、
動
脈
硬
化
の

代
表
例
は
「
石
灰
化(

カ
ル
シ
ウ

ム
成
分) 

」
で
す
。
一
般
的
に
カ

ル
シ
ウ
ム
は
骨
を
構
成
す
る
大
切

な
成
分
で
不
足
し
て
は
い
け
な
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
心
臓
自
身
に
栄
養
を
送

る
主
要
血
管
（
冠
動
脈
）
に
付
着

す
る
石
灰
化
は
正
常
で
は
認
め
ら

れ
ず
、
冠
動
脈
に
石
灰
化
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
動
脈
硬
化
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
サ
イ
ン
の

一
つ
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

冠
動
脈
の
石
灰
化
を
評
価
す
る
こ

と
で
、
動
脈
硬
化
に
よ
る
血
管
の

狭
窄
や
閉
塞
の
リ
ス
ク
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム

ス
コ
ア
Ｃ
Ｔ
は
、
こ
の
冠
動
脈
の

石
灰
化
の
程
度
を
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
検
査
で
す
。

【
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
】

ポ
イ
ン
ト
１

検
査
時
間
は
約
10
分
！

ポ
イ
ン
ト
２

造
影
剤
は
使
わ
な
い
単
純
Ｃ
Ｔ
検
査
！

ポ
イ
ン
ト
３

石
灰
化
の
程
度
を
数
値
化
し
た
結
果

に
よ
り
、
誰
で
も
わ
か
り
や
す
い
！

　

無
症
状
の
中
年
患
者
を
対
象
と

し
た
研
究
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
ス

コ
ア
０
の
場
合(

石
灰
化
が
な
い

場
合)

、
そ
の
後
10
年
間
の
死
亡

率
は
１
％
未
満
で
あ
っ
た
と
報
告

さ
れ
て
お
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
ス
コ

ア
が
高
い
ほ
ど
死
亡
率
が
高
く
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

胸
が
「
ウ
ッ
！
」
と
な
る
前
に
、

一
度
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
検
診
担
当

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

カ
ル
シ
ウ
ム
ス
コ
ア
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て

  

放
射
線
技
術
科　

鈴す
ず
き木　

義よ
し
あ
き曜

　一般書　書名一般書　書名 著者名著者名

百一歳。終着駅のその先へ 佐
さ と う

藤 愛
あ い こ

子 / 著

天狼　
東京湾臨海署安積班

今
こ ん の

野 敏
びん

/ 著

魔法律学校の麗人執事 新
しんかわ

川 帆
ほ た て

立 / 著

遊園地ぐるぐるめ
青
あおやま

山  美
み ち こ

智子 / 著
田
たなか

中 達
たつや

也 / 写真・絵

学校に合わない子どもと
親が元気になる77の知恵

古
ふるやま

山 明
あ き お

男 / 著

児童書　書名児童書　書名 著者名著者名

あいことばはあらしのよるに 
新あらしのよるにシリーズ

きむら ゆういち / 作

あべ 弘
ひ ろ し

士 / 絵

まてないの ヨシタケシンスケ/作

こども友だちとのつき
あい方

相
あいかわ

川 充
あつし

/ 監修
バウンド / 著

まるっと中学校 知ってお
きたい中学校生活のヒント

藤
ふじかわ

川 大
だいすけ

祐 / 監修

こども気象庁 気象庁 / 監修

図書館だより４月号

人は話し方が９割 ２

永
ながまつ

松　茂
しげひさ

久 / 著
すばる舎 /発行

　話し方をちょっと変えるだけで、仕
事もプライベートも大きく好転する ! 
簡単にもかかわらず、多くの人がやっ
ていない、家族や友人、職場やコミュ
ニティなどで日常会話がうまくいく方
法を紹介します。

図書案内

休館日　 ７,14,21,24,28,29 日

９日 (水 ) ファーストブック

17 日 ( 木 ) ひよこサロン【移動図書館】

図書館カレンダー

◆こどもの読書週間特集

　(ディズニー・動物 )

◆新移動図書館車「てんとう虫号」

　お披露目コーナー

今月の展示

図書館ニュース

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

東
本
郷　

山や
ま
も
と本

八や

え

こ

重
子　

９　

86

西
本
郷　

寺て
ら
し
ま嶋

不ふ

じ

こ

二
子　

13　

77

高　

馬　

鈴す

ず

き木　

崇
た
か
し　

　

２　

49

河　

内　

鈴す

ず

き木　

一
は
じ
め　

　

５　

95

　

〃　
　

氷ひ

だ

か髙　

幸ゆ

き

お雄　

10　

84

宇
土
金　

勝か

つ

だ田　
　

子　

2/27　

74

加
増
野　

小こ
ば
や
し林　

ふ
み　

５　

98

田　

牛　

菊き

く

ち池
　
千ち

え惠　

６　

81

武
ガ
浜　

加か

と

う藤　

稔と
し
か
ず和　

１　

88

柿　

崎　

長は

せ

が

わ

谷
川
政ま

さ

み己　

５　

86

白　

浜　

藤ふ

じ

い井　

孝た
か
の
ぶ庸  

2/26　

84

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
２
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

三
丁
目　

山や
ま
も
と本　

彩あ

さ

ひ陽　

茂
樹

吉
佐
美　

マ
ー
シ
ヤ
ル　

汐せ

な成

（
保
護
者
）
マ
ー
シ
ヤ
ル　

イ
ア
ン
薫

田　

牛　

光
こ
う
や
ま山　

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
萌め

い衣

（
保
護
者
）
光
山　

友
加
里

武
ガ
浜　

田た

む

ら村　

澄す

い依　

友
輝

３
月
届

六
丁
目　

笹さ
さ
も
と本　

羽う

か花　

大
生

　

中　
　

木き

べ部
ひ
よ
り　

嘉
幸

謹
ん
で

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

２
月
届

地 

区  

氏 

名  

死
亡
日 

 

年
齢

河　

内　

清し

み

ず水　

昌ま

さ

し志  

17　

84

大　

沢　

平ひ

ら

た田　

信の
ぶ
あ
き明  

４　

70

西　

中　

村む
ら
や
ま山

ユ
キ
子こ  

26　

92

加
増
野　

渡わ
た
な
べ邉　

礎
も
と
い　

  

23  

86

相　

玉　

土つ

ち

や屋　

堅け
ん
き
ち吉  

21　

91

大
賀
茂　

齋さ
い
と
う藤　

猛
た
け
し 　

 

26　

87

３
月
届

旧
岡
方
村　

山や
ま
も
と本

フ
キ
子こ  

１　

96

人のうごき
    住民登録人口 ３月１日 増減

男　　 ９，２６５　　　　－２３

女 　　９，９１９　　　　－２６

計 　１９，１８４　　　　－４９ 

  　　世帯数　  １０，３０１

　　　出　生  　７　　 転　入　　２６

　　　死　亡  ３７　　 転　出　　４５　　

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

５月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

５月８日
（木）

年金相談
どなたでも
（要予約）

11：00 ～ 16：00 市役所（河内）
多目的室

５月 14 日
（水）

法律相談

どなたでも
（要予約）

９：00～ 12：00
市役所（東本郷）
小会議室１

市民相談 10：00 ～ 15：00
市役所（東本郷）
小会議室３

５月 26 日
（月）

交通事故相談 13：00 ～ 15：30
市役所（河内）
会議室１-Ａ

５月 28 日
（水）

市民相談 10：00 ～ 15：00
市役所（東本郷）
小会議室３

問合せ先一覧

市民相談：

法律相談：

年金相談：市民保健課国保年金係（東本郷庁舎窓口③）☎㉒３９２２

健康相談：市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７

人権相談：福祉事務所社会福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

交通事故相談：防災安全課消防安全係（河内庁舎２階）☎㊱４１４５

市公式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。

下
田
市

下
田
市

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

（インスタグラム）

Instagram

市民保健課市民係（東本郷庁舎窓口②）☎㉒２２１５

子育て支援ネットワーク通信
問合せ先　子育て支援ネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●ひよこサロン（未就学児と保護者の遊びと交流の場です）
　参加費 :無料　　主　催 :社会福祉協議会　☎㉒３２９４
　日　時 :５月 15 日（木）10:00 ～ 12:00
　場　所 :道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

乳幼児健康相談・健康診査
相談日 内容 対象 時間 場所

５月13日

（火）

お誕生日 
健康相談

対象者へ個別に通知します

２歳児健康相談

２歳６か月児 
健康相談

５月22日

（木）

１歳６か月児健診

３歳児健診

 下田市立図書館 2024 年ベストリーダー下田市立図書館 2024 年ベストリーダー 

水道当番工事店　　　※修繕費は有料です。
                             対応時間 8:30 ～ 17:00

分担期間 工事店 電話番号

４月５日（土）
㈲菊地ポンプ商会 22-1085

４月６日（日）

４月 12 日（土）
土屋設備 22-6506

４月 13 日（日）

４月 19 日（土）
㈱外岡組

22-1769
22-1250４月 20 日（日）

４月 26 日（土）
斉藤住設 22-7245

４月 27 日（日）

５月３日（土） ㈲渡辺住宅設備 27-1300

５月４日（日） ヤマト設備工業㈱ 23-3570

正常では見られない
石灰化

一
般

　　成瀬は天下を取りにいく

　　予
よ げ ん

幻ボディガード・キリ

　　魔女と過ごした七日間

　　絡
じょろうぐも

新婦の糸 警視庁サイバー犯罪対策課

　　ブラック・ショーマンと覚醒する女たち

宮
みやじま

島　未
み な

奈 / 著

大
おおさわ

沢　在
ありまさ

昌 / 著

東
ひがしの

野　圭
け い ご

吾 / 著

中
なかやま

山　七
し ち り

里 / 著

東
ひがしの

野　圭
け い ご

吾 / 著

児
童

　　新型ウイルスのサバイバル２　他３冊

　　ノラネコぐんだん ぺこぺこキャンプ

　　パンどろぼうとほっかほっカー

　　このあとどうしちゃおう　他２冊

　　大ピンチずかん１・２

朝日新聞出版 / 発行

工
く ど う

藤 ノリコ / 著

柴
し ば た

田 ケイコ / 作

ヨシタケシンスケ / 作

鈴
す ず き

木 のりたけ / 作

ＣＴ画像



『下田市ＬＩＮＥ公式アカウント』始めました！！『下田市ＬＩＮＥ公式アカウント』始めました！！
ＬＩＮＥから、暮らしに関する様々な情報を受け取ることができます。お住まいの地域を設定

することで、ごみ収集日前日にお知らせ通知が届きます。　　　　　　友だち追加は、こちらから→友だち追加は、こちらから→

　

広
報

し
も

だ
　

令
和

７
年

４
月

４
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！

問合せ先　企画課秘書広報係（河内庁舎２階）　☎㉒２２１２

〒
415-0011 下

田
市
河
内

101-1　
☎
 (22) 2212

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５

月
17
日
（
土
）
ま
で
に
、次
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
へ
必
要
事
項
を
記
入

し
申
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
先

w
o
r
l
d
w
i
t
h
h
i
s
t
l
i
n
k
@

histlink.net

※
件
名
を
「
コ
ス
プ
レ
歴
史
ご
み

拾
い
参
加
希
望
」
と
し
、
次
の

情
報
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

②
連
絡
先
（
電
話
番
号
等
）

③
参
加
人
数

　

歴
史
と
街
を
楽
し
み
な
が
ら
、

み
ん
な
で
環
境
美
化
活
動
を
し
ま

し
ょ
う
！
黒
船
祭
を
一
緒
に
盛
り

上
げ
ま
せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！　

今
後
の
展
望
や
意
気
込
み

　

私
の
２
年
目
の
テ
ー
マ
は
「
道

を
つ
く
る
」
こ
と
で
す
。
下
田
市

の
現
状
を
理
解
し
、誰
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
ど

の
よ
う
に
発
信
す
る
か
を
考
え
情

報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

謙
虚
な
心
と
情
熱
を
忘
れ
ず

日
々
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
☎
㉒
３
９
１
３

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
下

田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
「
情
報

発
信
部
門
」
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
、
鈴
木
和
隆
と
申
し
ま
す
。

　

私
の
主
な
活
動
は
、
①
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た

情
報
発
信
、
②
ロ
ケ
支
援
、
③
来

遊
客
に
関
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

調
査
・
分
析
で
す
。

　

１
年
目
は
「
下
田
市
を
知
る
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
ま
し
た
。

情
報
発
信
に
向
け
て

　

前
職
が
高
速
道
路
会
社
の
た
め
、

情
報
発
信
を
「
道
づ
く
り
」
に
例

え
て
活
動
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
道
」
と
は
、
下
田
市
に
興
味

を
持
ち
、
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な

る
情
報
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
道
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

設
計
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

設
計
は
、
地
形
を
把
握
し
て
か
ら

設
計
図
を
描
く
工
程
が
あ
り
ま
す
。

　

地
形
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
現

状
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。下
田
市
に
は
何
が
あ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
の
か
、

ど
の
部
分
を
伸
ば
し
て
い
く
か
を

理
解
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
戦

略
を
構
築
す
る
た
め
の
基
礎
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
の
現
状
を
理
解
し
た
後
は
、

設
計
図
を
描
く
工
程
に
移
り
ま
す
。

告
知（
黒
船
祭
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
）

　

今
年
の
黒
船
祭
で
は
特
別
コ
ラ

ボ
企
画
と
し
て
、
株
式
会
社
ヒ
ス

ト
リ
ン
ク
に
よ
る
「
コ
ス
プ
レ
歴

史
ご
み
拾
い
」
を
開
催
し
ま
す
！

開
催
日
時

５
月
18
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

集
合
場
所

市
民
文
化
会
館
前
の
大
砲
・
錨
前

参
加
費　

５
０
０
円

　
「
コ
ス
プ
レ
歴
史
ご
み
拾
い
」

と
は
、
和
装
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な

格
好
（
※
任
意
）
で
、
歴
史
の
名

跡
を
巡
り
な
が
ら
楽
し
く
ご
み
拾

い
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
大
阪
万
博

開
催
期
間
（
４
月
～
10
月
）
に
東
海

道
沿
線
の
自
治
体
で
順
次
実
施
予

定
で
す
が
、
開
国
の
歴
史
を
持
つ
下

田
市
で
も
開
催
で
き
な
い
か
と
い

う
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
黒
船
祭
と

の
コ
ラ
ボ
が
実
現
し
ま
し
た
！

吉佐美にお住いの

 　杉
すぎやま

山　良
よしひさ

久さん・愛
めぐみ

さんの

    長　男　慧
けいしょう

祥くん （５歳３か月）

　　次　男　怜
れいしゅん

駿くん （３歳９か月）

　お祭りとダンスが大好きなけいしょう君
とれいしゅん君。
　毎日太鼓を打ち鳴らしてプチお祭り開催中！！
　ケンカもしちゃうけど仲良しな２人組
　すくすく大きくなってね〜

地域おこし協力隊の地域おこし協力隊の

活動報告活動報告


